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相原　先生は、大型トラックのドライ

バーをされていたとか。

田中　この世界ではなかなか珍しい経歴

かもしれませんね。車が好きで、免許を

取ってすぐに運送業界に入ったのです

が、バブル崩壊後は徐々に輸送費が下が

り、それと共に賃金カットや勤務時間の

超過など、ドライバーへの負担が大きく

なってきました。そんな中で異業種への

転身を考えるようになり、予備校に通っ

て行政書士の勉強を始めたのです。

相原　資格を得られるまで、どれくらい

の時間がかかったのですか？

田中　合格したのは 2007 年、6 度目の

試験でした。実は最初の試験では、1 点

足りずに合格を逃してしまいました。し

かしそこで思ったのは「歯が立たないわ

けではないので頑張ろう」。今までの努

力を無駄にしたくなかった、という想い

もありましたね。そして事務所を設立し、

現在に至ります。

相原　では、現在はどのようなお仕事を

されているのでしょうか。

田中　掲げているのは「弱者救済」。私

自身もドライバー時代に理不尽な経験を

しましたので、労働問題の解決という観

点から、当時の私と同じような境遇にあ

る方の力になりたいと思っています。ま

た、内容証明、労働問題、遺言・相続、

一般民事事件、不倫の慰謝料請求、会社

設立などの業務を得意としております。

　併せて、2010 年には社会貢献活動を

目的とする「みんなの法務相談 けやき

の会」を設立し、新宿区の高齢者や社会

的弱者を対象に、法律問題の相談窓口を

設けています。2012 年 4 月からは遺言

書の添削を柱として、相続や介護、成年

後見制度、またエンディングノートに関

するアドバイスをしていますよ。

相原　どのような経緯から遺言の添削を

されるようになったのでしょうか。

田中　遺産相続を巡って争いになるケー

スの多くは、遺言書さえあれば防ぐこと

ができた案件だと感じていました。遺言

書には、相続手続きの際の紛争予防とい

う側面があります。だからこそ、遺言書

がいかに大切かを伝えていきたいと考え

ているのです。

相原　それは最近、私も感じていました。

人の身にはいつ何が起きるか分かりませ

んものね ･･･。田中先生にとって、行政

書士というのはどんな仕事でしょう？ 

田中　仕事を通じての「ありがとう」と

いう言葉が、これほどまでに嬉しいとは

思いませんでした。本当にやりがいのあ

る仕事です。今後も丁寧、そして分かり

やすい説明を心がけ、身近な法律家とし

て認知して頂けたなら嬉しいですね。
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田中 良明
大型トラックの長距離ドライバーだったが、バブル崩
壊後に業界が冷え込み転職を決意。行政書士を目指す。
2007 年度行政書士試験に合格し、2008 年４月の行政
書士登録を経て「行政書士 たなか事務所」を開設した。

Company data

法の知識と自身の経験を基に
社会的弱者の味方となる行政書士

ご自身が苦しい経験をされてきただけに、
弱い立場の方の力になろうと尽力されて
いる田中先生。並行されている遺言書作
成の啓蒙活動は、無用な諍いを防ぐため
にも大切なことだと私も感じました。専
門性を活かし、ぜひ多くの方の力になっ
て頂けたらと思います。

相原 勇（タレント）
Guest Comment

▲ 田中先生が主催するセミナーの様子
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